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星 野 靖 雄
筆 者は2010年3月1日 に,ニ ュー ジー ラ ン ドにあ る国 、裟オ タゴ大学 の
経 営 人 学 院 の 会 計 ・商 法 厚攻(DepartmentofAccountancyand
BUsinessLaw)で,セミナー発表 に招待 される機会 を得 たの で,そ の時
に知 った こと気がつ いた点 をまとめておきたい。 表で示 した よ うに,こ の
セ ミナーは,2010年の3月1日(月)か ら始 まり7月9日(:,)まで19回 の シ
リー ズであ り,毎 週行 われ る教 員,博1:課 程の学生対象の研究 発表 とい う
ことであ る。 曜 日は基本的 には金曜 日であるが,筆 者が月曜 日で あ ったよ
うに,発 表 者の 日程 に合 わせ て)」曜 日や水曜 目で も実施 して いる。 内部の
博 七課 程 の 学 生 が 中 心 で あ るが,外 部 か らは,オ ー ク ラ ン ド大 学
(UniversityofAuckland,NZ),カリフ ォルニ ア大学 デ イ ビス校(UC
Davis,California,USA),ニュー ジー ラ ン ド管理 ・監査総 監,リ ンカー
ン大学(LincolnUnivei°sity,Christchurch,NZ),クイー ンズラ ン ドis
科大学(QueenslandUniversityofTechnology,Australia)と筆者 の6
名で,外 国で は,米 国,オ ー ス トラ リア,日 本にな る。会計 ・商法rr攻の
講師で 博t,課itl:の学生 という人が一 人いるよ うに昇格を希望す る教 員は博
けナの取得が必 要で ある。 米国 の ビジネ ススクールや一部の 日本の人学 よ
うに博 肚号が必 要条件 になって いる。
セ ミナーの発表 テーマ は"PerformanceintheStockBasedCompen一
1 一95一
sationofJapaneseFirms"についてで あ った。 通常 の学会 発表 だ と15
分 くらいで5分 くらい質疑 というのが多いが,研 究発表は1時 間のセ ミナー
との ことで,目 本の ス トックオ プシ ョンの制度の歴史的な話 も含めた内容
をパ ワーポイ ン トで作成 し,ま だ学 術誌に掲 載されていない論文の発表を
した。 質問 は,厚 攻 長のRogerWillett教授 か ら,多 変1産解 析の変 数選
択 と,階 差を と りいれ る ことに よる因 果関 係の分 析等 につ いて,Ralph
Adler教授 か らもそ の延長1の 質 問が あ り,PaulTheivallalltham1)illai
講師(ス リランカ人)か らは 日本での"Keiretsu"の経 営者への影響につ
いて質問があ った。
セ ミナーの掲示は,ネ ッ トヒとボー ドへの貼紙で案内 されていたが,表
に ようにProfessorinAccountingandFinanceとあ り,当 ノJの筑波人学
博h課 程の指導 学生 であ った ス リラ ンカか らのSt°iyaKumarasinghe,1薄
師が ここで,財 務諸 表論 も教えCSRや 倫理 関連 の講義を担 当 してい るの
を知 り,会 計 惇攻の領域が,日 本で考え られてい るよ り広い ことを 再認識
した。会計デー タを使川 した計 量分析 とい う領域 は,ま さにNZで は会計
学であ り,筆 者の研究では,い つ も会計デー タの利川を してお り,会 計学
の領域なのだ とい う実感が持てた、,
なぜ この大学 か ら招 待を受 けた か といえば,Kumarasinghe講師に よ
るア レンジが始 ま りであ った。昨isオ ー ス トラ リアの シ ドニー に研究調
査のため約1週 問滞在 したll芋にも招待 されたのであ るが,こ ち らの 日程調
整がで きないので失礼 したが,本 年度は続いてのお誘いであ り,オ ー ス ト
ラ リア ・ニ ュー ジー ラ ン ドにお ける日系企 業の研究をテーマ と して いたの
で,ニ ュー ジー ラ ン ドの 日系企 業の担"iと イ ンタ ビューをお願 いで きれ
ば とい うことで行 くことに した。オ タゴ大学のあるダニ ーデン(Dunedin)
には国際空港が あ り,シ ドニ ーか らのlll〔行便 はな く北島の ウ ェリン トンか
南東の クライ ス トチ ャーチ経 山で行 くことになった。 ダニ ーデ ンの空港 に
つ いて驚 いたのは空港のす ぐそばが'r,牛の群れで あ ったことである。 と
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ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドに お け る ビ ジネ ス ス クー ル に つ い て
んで もない川舎に来た ような気が した。 ダニーデ ンは人II12万5000人の
大学 都ll∫で ある。オ タゴ大学 は,オ タゴ地ノ1協議会によ り1869年に スコッ
トラン ドか らの移住 者により設置 されたニ ュージーラ ン ドで最 占の大学 で
あ り,研 究 ヒの クオ リテ ィはニ ュージーラ ン ドでは最 高のラ ンクである と
して い る。2008年には全 世界100力国近 くか らの約20,000人の学 生 と
3,000人を超え るスタ ッフがい る。 オタゴ大学の経営 大学院 ・経営学 部は
日本 と組織 編成 が 異な り,学 部 と大学 院が一 体 化 して お りDivisionof
Commerce/SchoolofBusinessである。従 来はFacultyofCommerceと
い う名称で あ った が,米 国 流の 英語SchoolofBusinessにした と思 われ




Marketing,Tourismである。iI本での経営学部 ・経営 大学院 では,経 済
部門,情 報部門,観 光部門 は別 になっている場合 が多いのであるが,こ の
大学 で は含 んで い る。DepartmentofAccountaneyandBusinessLaw
には,教 員が20名 い る。 女性の教員を調べてみ ると11名 であ り,女 性が
多数 であ る。 日本 の大学 で は,例 えば,愛 知 大学 の経営学研 究科で19人
中1人,会 計研究科では14人 中で1人 と女性教貝が数少な く大違 いであ っ
た。研究 ・教 育で国際 競争す る1に,多 国籍 である ことと女性 教員が数 多
くなることは必 要なことと思 われ る。 あま りに同質 集団であ り,出 身校 ま
で同 じであることを選好され る傾 向があることは競争i不 利になる。会計 ・
商法 惇攻での教 員の構成は,教 授が2名,准 教授 が2名,ヒ 級講師が3名,
講 師が12名,教 育 フェローが1名 であ る。 ⊥二位 の7人 全員 がPh.D.と
CPA,あ るいはFCA,あ るいはACAの 会計L資 格を保持 して いる。 講
師 でPh.D.は3人だ けで,後 の講師 の8人 は修L}}を 保持 してい る。 外
ii三i人は2人 の ス リラ ンカ人,1人 のカ ンボ ジア人と香港 人である。 米国の
?
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ビジネス スクール と比較 して異な るの は,Ph.D.が教員 になるには必 須で
はないが,昇 格 の ときに必 要である。 さらに国籍等 は米国のノ∫が もっと多
様 であるよ うに見受 けた。
オ タゴ人学で会計学を 尊攻 し商学i(BachelorofCommerce,BCom)
を取得 した学!fは,CPAAustralia(CertifiedPracticingAccountant)
に参加 で きる との ことであ る。CPAAustraliaはオー ス トラ リアにお け
る3つ の職業会計}:の団体の ひとつで あ り,他 は,theNationalInstitute
ofAccountants,theInstituteofCharteredAccountantsofAustralia
で ある。 米国 にお けるCPAはCertifiedPublicAccountantsであ り,米
語 と英 語 の違 いが あ る。 このCPAAustraliaでは,会 員 は 世界 中 で
108,000人いる会計,財 務,経 営の プロ集 団であ り,全ii堺 では規模別 で
第6位 の組織 であ る。CPAAustraliaに認証 された大学 等で の 単位 を取
得 した人 はCPAAustraliaの準 会員 になれ ると してい る。詳 細はwww.
cpacareers.com.auを参照 されたい。IFAC(lnternationalFederationof
Accountants)による と,全 世界では,124力国150組織 で250万人 の会
計実務家 がい るといわれて いる。 日本では,2009年12月末での 日本公 認
会計if協会 の会員数が19,935人,日本税理1.連合 会によ ると税理f:録
者 数は2010年4月 で71,478人,合計で91,413人で あ る。 世界の国内総
生産(GDP)に おける 日本が 占め る構成比率 は8.1%であ るので,前 述 の
IFACによる250万人の8.1%であ る20.25万人 くらいが 妥 当と考え られ
るが,そ の 半分 くらいに しか過 ぎな い。 この250万人の数字の国別 の数字
を教えて ください とIFAC事務局 に メイル した ら,3週 間後 に国別数字 は
非公開であ り,今 後公開す るか どうか は検討 して いるとの連絡が あ った。
オ タゴ大学 は 世界中 の大 学 と交換 留 学生 制度 が あ り,留 学 生 の数 は
2007年に は米 国549人,中 国436人,マ レー シア279人,ド イ ツ161人
に次 いで第5位 でit本か らは97人 とな って いる。2005年にはll本か らは
59人で第8位 だ ったが増 加 して い る。 オ タゴ大学 と日本 の大学 で[E式な
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ニ ュー ジー ラ ン ドに お け る ビ ジ ネ ス ス クー ル につ いて
交換留学制度 を締結 しているのは宮 崎人学,広 島大学,慶 応義塾大学,お
茶の水女r大 学,小 樽商科大学,、..L正大学,東 京人学,横 浜国 、/.大学の8
大学 である。11三式 な交換制度 には人 っていないが,日 本か ら岐 阜聖徳学園
大学の英語教育の女性の先生 に,オ タゴ大学の人学宿舎で偶然お 目にかか っ
た。 学生 を連れ ての 英語研 修 との ことで あ った。 大学 宿舎 とい うの は,
ExecutiveResidenceとい う名称で訪 問教員等の人学 内の宿舎 であ り,地
理ri勺に もす ぐ近 くであ るSchoolofBusinessが経営 して いる との こ とで
あ った。設備 はやや高めのホテルとい う感 じであ り,ネ ットも使え るよう
になってお り,各 国か らの訪 問者と朝食中に話ができた。 日本か らの研究
者には,キ ャンパ ス内を移動 中に偶然 に放送大学へ の出演で知 られてい る
学習 院大学経済 学 部の金融論担'1の1教 授 にお 目にか か った。1980年に
UCBerkeleyでお 日にかか って以 来で あ る。 研 究 リーブの残 りの'F年は
タイの大学滞在1り定 との ことで あった。 ここで は夜 と昼 の温度 の格 差が大
き く,夜 はr想 以Lに 寒い との ことであ った。
OtagoDailyTimesとい う新 聞が宿 泊施 設でみ られ たので あ るが,1
週 間の会合の予定 がでていた。 そ こにオ タゴ市議会での公聴会の議題案 内
が出ていた。午 前9時 か らの始ま りとあ ったので出か けると,1一地利用 に
ついての公聴 会であ ったが,聴 衆が誰 もいな く当事者だ けが説明 ・質疑 を
していた。 やや遅 れたに も関わ らず,厚 めの写 真人 りの資料を担 当者がわ
ざわ ざ持 ってきて くれたのには感心 した。情 報公開が,目 本 と比較 してか
な り進 んでいる と思 った。
筆 者は,教 員 と博L課 程 の学生 のためのセ ミナーで1時 間話 しただ けで
あるが,セ ミナーの前にはケー タリングによる スシやサ ン ドイッチの昼食
をごちそ うにな り,2112611(斜よ り5泊(朝 食付 き)相 丁一側 の負担 で,
さ らに昼1回,夜2回 は食 事に招待 され た。 また,日 本 人でダニーデ ン近
郊 において スシの卸業 ビジネスを して いるご夫 妻と翻訳 ・通訳 業の 専門家
への イ ンタ ビューをExecutiveResidenceへ出向いていただ き実施 したの
?
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であ るが費川を負担 して いただき,そ の ヒ,日 本に帰 ってか らオ タゴ大学
の ロゴ人 りネクタイを送 って いただき,あ ま りの高待遇 に恐縮 してい る。
ダニ ー デ ンに は,"Tokyo"と 名 前 の 付 く5か 所 もの レス トラ ン と
"Japan"の名前が入 る1軒 の レス トラ ンが あ った。 日本人 には,比 較的
暮 らし易い土地 柄であ る。
本学 を含 め,国 際的な研究セ ミナーを開設 して相 圧交流を進 めることが,
大学の国際化,研 究 ・教育の国際化 には非常 にTi要で ある。
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